














































































































































仙台市建設局

仙台市型組立１号マンホール（内径９０cm）構造標準図（２）
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仙台市建設局

仙台市型組立特１号マンホール（内法90cm×60cm）構造標準図（１）
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仙台市建設局

仙台市型組立特１号マンホール（内法90cm×60cm）構造標準図（２）
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仙台市建設局

底版ブロック

組立図

2

2

雨水浸透ます  φ400 （丸型密閉防臭蓋付）構造図 縮尺  S=1/15          単位：mm
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有孔径は20ｍｍ以下、表面積に対する開孔率は0.5％以上

防錆加工したものを使用すること

（４）鉄筋（透水コンクリート製品の場合）
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透水係数 1×10  ～10  cm／sec 以上

透水係数 3×10  cm／sec 以上
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使用材料の基準

厚さ 0.2mm以上
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名称・規格 参考市単コード

ZN05780630雨水浸透桝ブロック φ400×300 上段 (S-1蓋付)

ZN05780660

ZN05780270

雨水浸透桝ブロック φ400×300 上段 (S-2蓋付)

雨水浸透桝ブロック φ400×600 下段

雨水浸透用底版桝ブロック φ400用 ZN05780420
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仙台市建設局

平面図
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L型縁塊詳細図

有孔径は20ｍｍ以下、表面積に対する開孔率は0.5％以上

防錆加工したものを使用すること

（４）鉄筋（透水コンクリート製品の場合）

透水係数 1×10  ～10  cm／sec 以上

透水係数 3×10  cm／sec 以上

（３）透水コンクリート（透水コンクリート製品の場合）

ｆｃｋ = 15N／mm

（５）有孔径（有孔製品の場合）

使用材料の基準

厚さ 0.2mm以上

（１）コンクリート

（２）透水シート

ｆｃｋ = 25N／mm
2

-2-1

2
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※　（）内の寸法は境界に隣接する場合。

仙台市型浸透防臭二連ます構造図

号

番

5 特L250A 280 280 100 60 60 0 440 60 500 300 100 1,000 700 250 129

4 特L275 360 360 100 100 80 10 560 140 650 460 70 1,200 700 300 140

3 L300 300 100 300 100 100 0 0 500 100 500 460 70 1,200 700 200 135

2 L250B 250 100 250 100 100 0 0 450 100 450 460 70 1,200 700 200 130

1 L250A 200 100 200 100 50 0 0 350 50 350 400 100 1,200 700 200 125

a b b0 b1 b2 b3 b4 b5 c d e f g h i j
記号

本　体　寸　法　(mm)
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450 350 100
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450 240 100

390 190 100
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360 325

505 410
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505 300

460 245

底版ブロック(mm) グレーチング(mm)

グレーチング（参考図）
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許容差 ±2 ±2 ±5 ±5 ±5 － － ±5 ±2 ±2 ±2 ±5 ±5 ±5 ±3 ±2 ±3 ±3 ±3 ±2 ±2 ±2
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